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ご挨拶
　今、社会が大きな変革を迎えようとしています。
20世紀にコンピュータが発明され、計算に関する
人間の作業の一部が自動化されるようになり、そ
の後、インターネットの開発によって、世界中のコ
ンピュータがつながり、国境を越えて情報をやりと
りできる情報社会となりました。さらに21世紀に
なって、IoT、ロボット、AIなどの先端技術が社会の
いたるところに普及しはじめています。これら情報
通信技術（ICT）に加えて、データサイエンス・AIな
どの理論・技術を活用して、少子高齢化や過疎化な
どの地域課題、あるいは、重労働や長時間労働などの労働環境課題などの解決が
図られる超スマート社会（Society 5.0）が、これから目指すべき社会の姿とされ
ています｡ 　
　2020年には、新型コロナ感染症対策もあって、テレワークやオンライン授業、
スマートフォンによる位置情報取得などICTの活用事例が急激に増加しました｡
今後、小中学校での一人一台端末と通信ネットワークの環境整備に代表される教
育現場の他、保健・医療、農林水産、観光、防災などの現場でICTの活用のため
の環境整備が進められていきます｡ そこでは、スマートフォンやセンサによって
社会生活や自然環境のさまざまなデータが自動収集され、クラウド（サーバ）上
に膨大なデータ（ビッグデータ）が蓄積されます｡ このような社会では、ビッグ
データを有効活用して課題解決や将来予測をするために、データサイエンスや
AIなどに関する理論･技術を使いこなしながらビッグデータを分析できる人材
が求められます。 
　2019年度から岩手県では、「いわて県民計画（2019 〜 2028）」がスタートし
ました｡ そこでは、東日本大震災津波の経験に基づきながら「県民一人ひとりが
お互いに支え合いながら、幸福を追求していくことができる地域社会」を実現す
るために、健康・余暇、家族・子育て、教育、居住環境・コミュニティ､ 安全など
の10の政策分野と、ILC､北上バレー､三陸防災復興ゾーンなどの11のプロジェ
クトが展開されています。これらの取り組みを推進するには､ 県内の保健・医療、
福祉、教育、観光、農業、水産業、工業、土木などの現場において、ICTやデータ
サイエンス、AIを活用しながら地域課題の解決を担う人材が必要とされること
でしょう｡
　本コンソーシアムの地域リーダー育成プログラムが、希望郷いわてを担う人材
育成一助になれば幸いです。

〜 岩 手 の 復 興 を 人 材 育 成 か ら、今 こ そ 連 携 の 力 で！〜 岩 手 の 復 興 を 人 材 育 成 か ら、今 こ そ 連 携 の 力 で！〜〜

岩手県立大学教育支援本部長
（地域人材育成推進委員長）
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平成28年度 いわて学Ⅰ
（橋野高炉跡現地講義）

平成29年度 グローカル基礎研修
（中尊寺現地講義）

令和元年度 ボランティアとリーダーシップ
（ボランティア実習）

令和2年度 後期集中講義 
危機管理と復興（グループワーク）

平成30年度 地場産業企業論／企業研究
（企業訪問）
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　令和2年10月24日（土）〜 12月12日（土）の期間に行われた「危機管理
と復興」は、災害時に起こりうる様々な状況の判断、知見を修得するため、い
わて高等教育コンソーシアムが開講している後期集中講義です。
　今年度は岩手大学17名、盛岡大学2名の計19名が受講しました。
　例年行っていた岩手県沿岸地域への現地視察は、新型コロナウイルス感染
防止のために中止し、陸前高田市で活動しているNPO法人SETの石渡博之氏
にお越しいただき、SETの取り組む活動について講義を行っていただきまし
た。また、遠隔講義も取り入れ、学生の安全に配慮したうえで実施することが
できました。
　この講義を受講した学生たちからは、「危機管理の重要さを知ることができ
た。」「講義を受ける前と後では、防災に関する捉え方が変わった。」などの声が寄せられました。
　防災・災害・医療など専門知識を深く学ぶと共に、今後の危機管理に活かせる講義となりました。

コア科目［必修科目］ コア科目［必修科目］ 危機管理と復興危機管理と復興

【概要】
　いわて高等教育コンソーシアムでは、平泉や宮沢賢治らに育
まれた共生の思想（人と自然との共生、万物の共生）を尊び、地
域全体を思いやるリーダーとして、コーディネート力を備え、
多様な領域・局面での地域の中核を担う人材を育成することを
目的に平成27年度から『地域リーダー育成プログラム』を展開
しています。
　このプログラムの一環として実施する「地域課題解決プロ
ジェクト」では、地域が抱える様々な課題の解決に向けた大学
生の主体的活動の中で、参加するすべての学生が、企画力・協
調力・実行力・解決力・リーダーシップ・フォローシップ・社
会性・コミュニケーション能力等を獲得し、将来の『地域を担
う中核的人材』に成長することを目指しています。

【地域課題解決プロジェクト立上げの条件】
・プロジェクトメンバーは必ず、複数の連携校にまたがる複数

名から構成すること。

・プロジェクトの活動目的及び活動内容を明確にすること。
・プロジェクト顧問（担当教員）を定めること。
・プロジェクト実施にあたっては担当教員の事前・事後指導を

受けること。

【これまでの実施プロジェクト】
・高校生と大学生等による地域課題解決プロジェクト：久慈市

の魅力発信
・西和賀地区 “地域創生〜いつまでも住み続けたいと思うまち

づくり〜”
・三陸鉄道の有効活用：さんてつで学ぶ地域の魅力
・陸前高田市の子供達との交流会 〜夢、未来、将来、新たな発見〜

【新プロジェクト立上げについての問合せ窓口】
いわて高等教育コンソーシアム事務局（岩手大学総務広報課内）
Tel：019-621-6855　Fax：019-621-6014
Mail：ihatov5@iwate-u.ac.jp

自分たちが考える「地域課題解決プロジェクト」をはじめてみませんか？自分たちが考える「地域課題解決プロジェクト」をはじめてみませんか？

日　程 テ　ー　マ 講　　　師
10/24（土） 東日本大震災津波から10年〜教訓から学ぶ危機管理〜 岩手大学地域防災研究センター　客員教授　　　　　　越野　修三
10/31（土） 災害時の医療活動 岩手医科大学　災害時地域医療支援教育センター長　　眞瀬　智彦
11/7（土） 都市と景観 東洋大学　理工学部准教授　　　　　　　　　　　　　神山　　藍

11/14（土） 防災教育（※遠隔講義） 関西大学　社会安全学部准教授　　　　　　　　　　　城下　英行
11/28（土） いわてにおける防犯の現状と課題 岩手大学　人文社会科学部　准教授　　　　　　　　　藤本　幸二
12/5（土） 地域交流を通したひとづくり・まちづくり ＮＰＯ法人ＳＥＴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　石渡　博之

12/12（土） 震災遺構と災害文化 岩手大学　人文社会科学部　教授　　　　　　　　　　後藤　尚人

「地域交流を通したひとづくり・まちづくり」講義
グループワークの様子

【三陸鉄道の有効活用】
「さんてつ乗車体験会」記念撮影

【西和賀地区】
「雪上運動会」を開催

【陸前高田市の子供達との交流会】
「DREAM戦隊ゆめレンジャー」を開催


